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ゆ東京銀座 にあるフ ァッシ ョン雑誌出版

社の ビル内部。内装材 として壁 ・天井

に鋼板が溶融亜鉛めっきして使用 され，

めっき材の色調が周 囲によ く調和 して

い ます。
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▼ 同 じビルの入ロ受付付近

後方の壁面 にも鋼板が溶融亜鉛 めっき

して使用 されてい ます。
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溶 融亜 鉛 め っきの 「や け」につ いて

溶融亜鉛め っ きの表 面に は，一般 に 「や け」 と呼 ばれ

る現象 を生 じます。 この現 象は合 金層がめっ き表面 に露

出 した もので，金属亜鉛 の光沢 がな く，表 面がつや消 し

または灰色 を呈 し， 甚だ しい場合 には暗灰 色 とな ります。

近 時，製鋼 技術の革新 に よって， シ リコン（Si）含有 の

キル ド鋼 材が主流 とな って きたため， 「や け」を生 じやす

い傾 向にあ ります。 「やけ」は大気中での耐食性 に影響 は

ない ことか ら，JIS－H8641を は じめ，ISO規 格 ，欧

米 各国の規格 では，密着性 に異常 がなければ 「やけ」 は

実 用上 の障害 とは な らな い と明記 してあ ります。

わが国では商品価値 （美観 ）の面か ら判断 され，問題 と

なるケースが 多 くなって います。 しか し，JISの 解 説

にある ように素材の影響 が大 きいこ とをご理解 い ただ き

たい と思 い ます。

次 の表 は， （社 ）日本溶 融亜鉛鍍金協会 で行 なっ た大気

暴露試験10年 間 （昭和39年 ～49年 ）の結果 ですが， 「や

け」 を生 じて も耐食性 には全 く影 響の ないこ とを示 して

います。

亜鉛めっきの推定耐用年数
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重工業地帯 40．1 9 40．6 11 40．1 13 18．1 30

海 岸 地 帯 10．8 33 10．9 41 10．8 50 11．5 47

効 外 地 帯 5．4 67 5．2 86 5．2 104 5．2 104

都 市 地 帯 17．5 21 17．7 25 17．7 30 17．5 31

次に 「やけ」を発生させ る主な要因を説明します。

1作 業条件からみた要因

（1）亜鉛浴 の温度

Si量 の含有が低 い鋼材の場合 は，亜鉛浴 が475℃ を超

える と合 金反応は急激 に活発に な り， その ピー クは500

℃ 前 後 です。 しか し， めっ き浴温 は通常440℃ ～470℃ で

すか ら，合 金反応 に極端 な変化 は生 じませ ん。Si量 の含

有が高 い鋼材 の場合 は， 合金反応が活 発化す る浴 温が低

温側 に移行 す るの で， 通常のめ っ き浴 温度 範囲 で も合 金

反応 は活発にな り， 「や け」 を生 じることに な ります。

（2）浸せ き時間

浸せ き時間が長 くな る と付着量 が高 くな ります が， そ

の上昇 は材 質に よって異な った傾 向 を示 します。付着 量

が高 くな ると，め っ き皮膜 中の合 金層比率 が大 き くな り，

「や け」 を生 じる要 因 とな ります。

このほか， たれ き り，冷却 条件 な ども影 響す る場 合が

あ ります。

2． め っき素材 か らみ た要 因

（1）構造及び寸法

形状が複雑で空気や亜鉛の出入口が不適当なもの，ま

たは長尺物などで引上げ操作に長時間を要する場合は，

空冷 と似た状況にな り，「やけ」発生の要因とな ります。

（2）材質

材質 は 「や け」 の発生に最 も大 きな影響 をもつ要 因で

す。

鋼 中の一般 的 な化 学成分 としては，炭素，シ リコン，マ

ンガ ン，燐 ，硫 黄 な どが あ ります。溶 融亜鉛 め っ きか ら

みた場合， シ リコン以外の成分 はその含有量 に よっては，

個 々 または相乗的 に若 干の影響 はあ りますが， 通常 の含

有範 囲では特 に問題 とな るこ とはあ りませ ん。 しか し，

シ リコンは通常 のキル ド鋼 での含有範 囲で も 「や け」に

大 きな影響 を及 ぼ します。

図1はSi含 有 量 と付着 量の関係，図2はSi含 有 量 と「や

け」の関係 を示 した もので，両 図 とも同 じ傾 向 を もって

お り，付着 量 と 「や け」の発生 には相 関のあ るこ とを示

してい ます。 なお，Siの 含有量 によって付着 量が 多 くな

り， や けやす くな るこ とは確 かですが， それは直 線的 で

はな く，合金 反応 が非常 に活 発な範 囲 と反応が抑制 され

る範 囲の存在す る ことが分 か ります 。

1，000

900

800

2
量
700

9／m

5

4

83

藷

2

1

0

600

500

浴温

470℃

051015202530
Si（1／100％ ）

図lSi量 と 付 着 量 の 関 係 （浸 潰 時 間 ｜20秒 ）

注）やけの基 準

良好

白やけ気味

テス トヒ＿ ス200×100×3．2mm・ 白やけ
灰 白色やけ

灰色やけ

黒灰色やけ

鑑
∧＼46°ec

1520
Si（1／100％ ）

図2Si量 と や け の の 関 係

以上，亜鉛めっき表面に生 じる 「やけ」についての概

要 を述べ ましたが，溶融亜鉛めっきの目的である耐食性

には実用上の障害にならないことは明らかです。美観上

か ら 「やけ」を生 じないように，めっき操作上十分な管

理を行なっていますが，材質によっては調整が不可能 と

なり， 「やけ」を生 じますので，需要家各位のご理解を

いただ くと共に，構造設計の さいに 「やけ」を考慮した

鋼材の選定や，めっき会社 との協議が必要です。

編集 ：亜鉛めっき鋼構造物研究会 委員長 大串利之

〔構成団体〕

社団法人 日本溶融亜鉛鍍金協会

日本鉛亜鉛需要研究会 〔事務局〕

社団法人 鋼 材 倶 楽 部

〒105東 京都港区虎 ノ門2－6－7和 孝第10ビ ル

〒100東 京都千代田区内幸町1－3－6新 日比谷ビル

〒103東 京都中央区 日本橋茅場町3－2－10鉄鋼 会館

fto3－503－6485

岱03－591－0812

岱03－669－4811

鋼構造物 の溶 融亜鉛 めっ きにつ いての ご照会 は，上 記団体 にお問い合 わせ 下 さい。

また， 「鋼構 造物の溶 融亜 鉛め っ きQ＆A」 ハ ン ドブ ッ クを発行 してい ますの で， あわせ て ご利用 くだ さい・


